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社会人サッカー連盟競技運営規定 

 

第１章 総 則 

 第１条 この規定は、社会人サッカー連盟規約（以下「連盟規約」という）に基づく、 

各競技会並びに社会人サッカー連盟が主管する競技会において、加盟登録 

チームが楽しくサッカーを行うために必要な登録・運営に関する事項及び 

懲罰の対象となる違反行為やそれに伴う規律委員会の役割等に関する事項 

を定める。 

 

 第２条 連盟規約に基づく各競技会並びに連盟が主管する競技会とは、連盟規約第６ 

条に定められたものをいう。 

 

 第３条 前条以外に競技会を行う場合は、社会人サッカー連盟運営委員会の承認を得 

     るものとし、その競技要項は、別に定めるものとする。 

 

第２章 登録及び運営 

 第４条 連盟規約第７条により登録するチームは、次の条件を完備し、３月末までに 

登録手続きを完了しなければならない。 

１．チーム所在地は山梨県内であること。 

２．公認審判員を３名以上帯同していること。 

  ただし、３級以上の審判員を１部は２名以上、２部は１名以上帯同して 

いること。 

３．1部は公認Ｃ級コーチ以上を２名以上、２部は１名以上帯同しているこ 

と。 

４．２部に昇格したチームで、上記２，３の条件を満たしていないチームに 

ついては昇格後２年間で条件を満たすこと。 

  ３級審判員資格の取得については、２年度目の１月までに実技試験に合 

格していること。又、公認Ｃ級コーチを２年度目の１月までに取得して 

いること。 

 

第５条 前第４条に所属するチームの登録選手には、次の条件が課される。 

１．登録年度４月１日現在、満１５歳未満は登録できない。ただし、高校在 

学生等（定時制等の同年齢はこれに準ずる）は、別に定める「高校在学 

生等に関する規定」を遵守しなければならない。 

注）中学校在学生は登録できない。 

２．外国籍選手、大学・高専・専門学生等の登録人数については制限をし 

ない。 
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ただし、外国籍選手については、試合時のメンバー登録は５名までとし、 

常時３名が試合に出場することができる。 

また、大学・高専・専門学校在学生は、それぞれの連盟に加盟登録して 

いる選手は除く。 

       高校在学生等は、「社会人サッカー連盟高校在学生等に関する規定」に 

よる。 

 

第６条 前第４条に所属する選手の登録に関しては、以下の項目を遵守しなければな 

らない。 

     １．単一のチームのみに登録できる。（二重登録の禁止） 

     ２．選手の登録については、同一年度中につき、最大３つのチームに登録す 

ることができるものとし、この期間中選手は、最大２チームのために公 

式試合に出場できるものとする。 

ただし、同期間中に同じ公式大会（リーグ戦は除く）に、２チーム以上 

のために出場できないものとする。 

公式試合の出場については、（公財）日本サッカー協会の登録が承認さ 

れた日からとする。 

     ３．追加登録は、同一年度内での新規登録者に限り、登録年度４月１日より 

       ２月末までとする。（方法は社会人サッカー連盟リーグ運営マニュア 

       ルを参照） 

     ４．二重登録を故意に行った場合は、別に定める「社会人サッカー連盟懲罰 

基準」を適用し、個人及びチームに処分を科する。 

 

 第７条 第２条の運営は、別に定める「社会人サッカー連盟競技運営要項」の定める 

ところによる。 

 

第３章 違反行為及び規律委員会 

 第８条 競技上及び運営上等で、違反行為あるいはこれに匹敵する行為が発生した場 

     合、各リーグ・パートの議長及び運営担当者は、その旨を速やかに規律委員 

     会に文書で報告すること。規律委員長が必要と認めた場合、規律委員会を開 

き、内容の審議及び処分の決定を行う。 

     その他、審判、試合管理者、協会の他の委員会・専門部・地域協会並びに加 

     盟登録団体からの報告又は提訴があった場合等も同様とする。 

     処分の適用範囲は、加盟登録団体（チーム）及びその役員、競技者とし、処 

分の範囲が二つ以上の公式競技会又は、予選から本大会に及ぶこともある。 
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第９条 懲罰の対象となる違反行為 

     １．懲罰の対象となる違反行為は、次の通りとする。 

       ①アマチュア規定違反行為 

       ②倫理的違反行為 

       ③登録・移籍等に関する違反行為 

④大会運営上の違反行為 

⑤試合中の違反行為 

        ただし、審判の決定により、警告、退場の処分を受けた者 

       ⑥その他、提訴、検討、調査などによって発覚した違反行為他 

     ２．違反行為者には、違反行為の内容により警告・譴責・特定数又は指定期 

間の出場停止・資格停止・除名等の罰則が適用される。 

なお、これらの罰則は組み合わせることもある。ただし、その後の状況 

に応じては、罰則の軽減をすることもある。 

     ３．処分の決定に際しては、必要に応じて関係者から事情聴取を行う。 

     ４．処分の決定、通知については、第１１条による。 

     ５．自動出場停止処分（一発退場）及びそれ以後の処分を行う場合には 

       (一社)山梨県サッカー協会規律委員会並びに重罰については(公財) 

              日本サッカー協会規律委員会に、その事実と処分内容(案)を報告し 

       その決定に従うものとする。 

 

第１０条 規律委員会は、次の運営委員で構成し、違反内容の審議及び処分(案)を 

決定し(一社)山梨県サッカー協会規律委員会に報告する。 

なお、委員の任期は運営委員の任期とする。 

     ・委 員 長：規律部部長 

     ・副委員長：副会長、委員長 

     ・委    員：副委員長、各専門部部長、運営委員 

 

 第１１条 処分の決定については、別に定める「社会人サッカー連盟懲罰基準」によ 

り行い、決定した処分については「通告書」により当該チーム、選手に通知 

を行う。 

 

第４章 その他 

 第１２条 各リーグ・各パートにおいて必要ある場合は、細部事項についてこの規定 

     に準拠して、それぞれ適用する「細則」を定めることができる。この場合は、 

     社会人サッカー連盟運営委員会の承認を得るものとする。 
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第１３条 一般的事項 

１．連盟が主管する各競技会及び社会人サッカーリーグの競技規則につい 

ては、当該年度（公財）日本サッカー協会制定の競技規則による他、社 

会人サッカー連盟競技運営要項並びに各大会要項によるものとする。 

        ２．チームはユニフォームを必ず２着用意すること。（ＧＫも同様）また、 

当該年度（公財）日本サッカー協会発行の選手証を持参すること。 

     ３．審判員は審判着（上下、ストッキング）を着用すること。また、審判証 

を持参し、試合開始前に運営本部に提出すること。 

４．会場の設営については運営担当で実施するが、ゴールの設置、撤収等 

  については、各チームの協力により行うこと。 

     ５．競技会場は借用施設であるため、各施設の利用規則を遵守すること。 

        （ゴミの片付け、持ち帰り、会場内禁煙等） 

 

 第１４条 連盟はフェアプレー精神の育成及びリスペクト精神の向上を目的として

「フェアプレー賞」を設け、対象チームに授与するものとする。 

      なお、選定については連盟規律委員会のメンバーが行うものとする。 

      対象とする大会及び評価方法等については次のとおりとする。 

      １．フェアプレー賞の対象大会は、連盟が主管する各大会とするが、別途 

大会要項等で定めた大会に適用するものとする。 

      ２．フェアプレー賞の評価方法は警告と退場（退席を含む）を対象とする 

        加点方式とし、各ポイントは次のとおりとする。 

① 警告：１ポイント 

② ２つ目の警告で退場：２ポイント 

③ 直接の退場：３ポイント 

④ 警告＋直接の退場：４ポイント 

      ３．対象チームについては、対象となる大会でベスト４に進出したチーム  

        の中から選定するものとし、上記２において集計されたポイントが３ 

        ポイント以下のチームに授与するものとする。 

ただし、受賞対象チームが複数になった場合は、決勝戦に進出したチ 

ームとするが、２チームが同ポイントの場合は両チームに授与する。 

また、リーグ戦に適用する場合、１部リーグは１０ポイント、２部 

リーグは５ポイント、３部リーグは３ポイント以下とする。 

      ４．上記方法により受賞対象になるチームであっても、審判員及び相手競 

技者、チーム役員、観客等に対し、リスペクトの精神に欠けると判断 

するチームは対象外とする場合がある。 
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第５章 改廃の手続き 

 第１５条 この規定の改廃は、社会人サッカー連盟運営委員会の承認を得るものとす 

る。 

      

附  則 この規定は社会人サッカーリーグ運営要項を一部改正し、平成２年９月１日 

     から施行する。 

平成 ４年 ３月 ８日一部改正  平成２７年 ３月 ８日一部改正 

平成 ４年 ８月 １日一部改正  平成２９年 ３月１２日一部改正 

平成 ５年 ３月 ７日一部改正  平成３１年 ３月１７日一部改正 

     平成 ５年 ９月 １日一部改正  令和 ５年 ３月 ５日一部改正  

     平成 ５年１１月 ７日一部改正   

平成 ９年 ３月 ９日一部改正   

     平成１０年 ３月 ８日一部改正   

     平成１３年 ２月２５日一部改正   

     平成１５年 ３月 ２日一部改正   

     平成１６年 ２月２９日一部改正   

     平成１７年 ３月 ６日一部改正   

     平成１８年 ３月１２日一部改正   

     平成２０年 ３月 ２日一部改正   

     平成２１年 ３月 １日一部改正   

     平成２２年 ３月 ７日一部改正   

     平成２４年 ３月１８日一部改正   

     平成２５年 ３月１０日一部改正   
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